
美幌町有害鳥獣駆除従事者育成事業補助金交付要綱 

（趣旨） 

第１条 美幌町有害鳥獣駆除従事者育成事業補助金（以下｢補助金｣という｡）の

交付については、美幌町補助金等交付規則（平成１５年規則第３９号｡以下｢規

則｣という｡）に定めがあるもののほか、この要綱に定めるところによる｡ 

（補助金の目的） 

第２条 補助金は狩猟免許の取得等に要する経費の一部を補助することにより、

狩猟免許の取得を促進し、本町の有害鳥獣対策の担い手となる人材を確保する

ことを目的とする｡ 

（定義） 

第３条 この要綱において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定める

ところによる｡ 

（１） 狩猟免許鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の適正化に関する法律（平成

１４年法律第８８号｡以下｢鳥獣保護管理法｣という｡）第３９条第２項に規定

する狩猟免許のうち、第一種銃猟免許をいう｡ 

（２） 銃砲所持許可銃砲刀剣類所持等取締法（昭和３３年法律第６号）第４

条に規定する許可をいう｡ 

（補助金の交付対象者） 

第４条 補助金の交付対象者は、次の各号のいずれにも該当する者とする｡ 

（１） 美幌町内に住所を有し、かつ、町税を滞納していない者 

（２） 美幌町暴力団の排除の推進に関する条例（平成２５年美幌町条例第３

５号）第７条第１項に定める暴力団員等でない者 

（３） 令和７年４月１日以降に新規に狩猟免許を取得した者 

（４） 銃砲所持許可を受けており、同許可証の用途の項目に有害鳥獣駆除の

記載がある者 

（５） 本補助金の交付を受けたことがない者 

（補助対象経費） 

第５条 補助対象経費は、別表のとおりとする｡ 

（補助金の額） 

第６条 補助金の額は、補助対象経費の総計の２分の１以内（千円未満の端数が



あるときは、これを切り捨てる｡）とし、５０，０００円を限度とする｡ 

（補助金の交付申請） 

第７条 補助金の交付を受けようとする者（以下｢申請者｣という｡）は、規則第

４条の規定に基づき、補助金の交付の申請を行わなければならない。 

２ 規則第４条第１項第３号に定める町長が必要と認める書類は、次の各号に掲

げる書類とする｡ 

（１） 補助金対象経費計算書（様式第１号） 

（２） 誓約兼同意書（様式第２号） 

（３） 狩猟免許の写し 

（４） 銃砲所持許可証の写し 

（５） 別表に定める補助対象経費の支出が認められる領収書又は証明書等の

写し 

３ 前項第３号及び第４号に掲げる書類は、本申請書を提出する日から３か月以

内に交付を受けたものとする｡ 

４ 第１項の交付の申請は、規則第４条第３項の規定により、補助事業完了後に

行うことができる。 

（補助金の交付決定の取消し） 

第８条 町長は、申請者が次の各号のいずれかに該当すると認める場合は、補助

金の交付決定の全部又は一部を取り消すことができる｡ 

（１） 虚偽の申請やその他の不正な手段により、補助金の交付決定を受けた

とき｡ 

（２） その他、この要綱の規定に違反したと町長が認めるとき｡ 

２ 町長は、前項の規定による取消しをした場合は、美幌町有害鳥獣駆除従事者

育成事業補助金交付決定取消通知書（様式第３号）により、申請者にその理由

を通知するものとする｡ 

（補助金の返還） 

第９条 町長は偽りその他不正な手段により補助金の交付を受けた者があるとき

は、交付した補助金の全部又は一部の返還を命じることができる｡ 

（その他） 

第１０条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は、町長が別に定める｡ 



 

 

附 則 

この要綱は、令和７年４月１日から施行する。 

 

 

 

別表（第５条関係） 

様式第１号（第７条関係） 

様式第２号（第７条関係） 

様式第３号（第８条関係） 

 


